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トヨタ紡織グループは、自動車産業の一翼を担

う企業グループとして、グローバルな社会貢献活

動に取り組んでいる。環境保全活動と青少年育成

をもっとも大切な取り組みと位置づけており、本

稿では環境保全活動におけるグローバル社会貢献

活動のシンボルである「森づくり活動」について

紹介したい。

トヨタ紡織グループは、東南アジアと日本で森

づくり活動に取り組んでいる。その目的は、熱帯

林や自然林の保護を通じて地球温暖化防止に貢献

するとともに、森づくり活動に関わる地域の方々

に喜んでいただくことである。2006年から始まっ

た活動は今年で６年目を迎え、その活動範囲は東

南アジアではインドネシアとタイ、日本では岐阜

県、佐賀県、宮城県、滋賀県と、計６カ所まで広

がっている。

東南アジアから活動をスタート
―インドネシア、タイ

トヨタ紡織グループの森づくり活動は東南アジ

アから始まった。

トヨタ紡織には東南アジアに多くの生産拠点が

ある。そして、インドネシアのグループ会社のト

ヨタ紡織インドネシアでは、成長時の CO2 吸収

量が多い植物“ケナフ”を自動車内装部品として

使うため、栽培から製品化まで一貫して行ってい

ることもあり、インドネシアでの森づくり活動を

2006 年からスタートさせた。

活動は、乱伐や燃料としての

伐採などにより森林破壊が進ん

でいた標高 2,500m の高地にお

いて、日本の NGO、インドネ

シア政府やトヨタ紡織インドネ

シアが協力して実施することに

なった。植林活動を通して森林

を復元するとともに、周辺住民

の雇用創出による生活支援も実

施、また地域の人々が自主的に

活動を継続できるように、現地

NGOによる周辺地域への環境

保護教育や生活改善指導を進め

てきた。現地植林ツアーに参加したトヨタ紡織社員（インドネシア）

世界に広がる“森づくり活動”
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現地社員も植林に参加（タイ）
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インドネシアでの活動も今年

で５年が経過し、累計 27 万本を

植林、延べ 159ha の森林の復元

が完了した。この間、日本のト

ヨタ紡織社員も現地植林ツアー

に参加するなど、グローバルな

視点で展開する森づくり活動の

意義を体感してもらえたと思う。

また同じ年には、タイでの森

づくり活動もスタートさせた。

森林減少が問題となっているラ

ヨーン県での植樹から始まり、

順次規模を拡大。タイにおける

多くのグループ会社社員もボランティアとして参

加し、3.2ha、2,200 本の植樹を行った。現在は、

周辺地域と協力し、さらなる植林活動を計画中で

ある。

2008年、日本でもスタート
―岐阜県中津川市加子母『環境の森』

トヨタ紡織グループとして東南アジアでの熱帯

林の復元を進めていく中、日本国内でも森づくり

活動を展開したい、展開してほしいとの内外から

の声を受け、岐阜県中津川市で「トヨタ紡織グルー

プ『環境の森』加
か し も

子母」の取り組みを 2008 年か

ら始めた。トヨタ紡織の日本で最初の森づくりの

取り組みである。

日本国内での活動においては、地域の声をよく

聞き、活動を通じて地域の方にも喜んでいただき

たいとの理念のもと、地元林業グループの方とと

もに活動している。年間を通じて実施している森

林整備活動は、グループ社員とその家族による活

動はもとより、新入社員研修にも取り入れている。

森林整備とあわせ、林業女性グループ「恵那こぶ

しの会」の方々に地元食材を使った郷土料理づく

りなどのイベントも開催していただくなど、参加

者を楽しませてもらっている。現在、年間延べ

300 人ほどが森づくりに参加しており、その活動

の中心となる社員も育ってきた。

加子母での取り組みは、森づくりだけに留まら

ない。地元の小中学生を対象にトヨタ紡織実業団

クラブがバスケットボール教室やランニング教室

を開催、また地域の方々と社内駅伝大会でたすき

をつないだり、工場見学を通してトヨタ紡織のモ

ノづくりを理解いただくなど、「森づくり活動」

をきっかけとした会社と地域の方々との交流が盛

んになってきた。

そして今年からは新たな試みとして、会社と地

域が協力し、加子母の間伐材を使用した工作教室

をトヨタ紡織本社のある愛知県刈谷市で開催し、

青少年への環境教育にも取り組んでいる。

＊

環境保全をきっかけに地域とのきずなを深めた

加子母での森づくり活動が、今では九州、東北、

滋賀でも始まっている。いずれの取り組みにおい

ても、それぞれの地域のニーズに応えることが第

一であり、地域の方が望んでいることを見つけ出

し、社員もその意義を理解し進んで参加できるこ

とが社会貢献活動の本来の姿と考えている。

トヨタ紡織グループのグローバルな社会貢献活

動における共通目標として、これからも森づくり

活動の理念を一層深め、良き企業市民として役割

を果たしていけるよう世界各地、国内各所でさま

ざまな活動を展開していきたい。 ■

◆トヨタ紡織グループの社会貢献活動
http://www.toyota-boshoku.co.jp/

csr/kouken.html

森づくりには大勢の社員が
参加（加子母）

女子バスケ部も地域と交流
（加子母）


